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　関車地方の水災防止の観点か、ら，最近，渡良瀬川の洪

：水が注耳されているが，，ζれらの洪水は数百年間たえず

発生し史実にも記録され七いるこ渡良瀬川は，皇海山

（2144mi）・大平山（1960m）等の前日光連峰に源を発し1

』南流すること約90k血，粟橋附近で利根川と合する．（第

1図），源流地域が足尾銅山の開発によって著しく荒廃レ

ており，また急流河川であるから一且降水があるとはな，

はだ急流と稼る；しかも，渡良潮川は徳川時代以来，す

でに幾度か河道を変遷しており，また運搬される土診も

莫大で5年々河床の上昇が激しく・，その対策に困ってい

　る．
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　　　　　　　　　　　第1函

　渡良瀬川のこれまでの洪永を調べることは，流域管理

の合理化の上からも必要であるので，洪水記録から，そ

の発隼頻度や間隔を調べた．．ただ，洪水の記録は流域全

般に？いて求めることが困難なIDさ，主として桐生市近

傍に阪らた．

　α）渡良瀬川の洪水の史的考察

　渡良瀬川の洪水が史実として記録されたのは17世紀以

後で・寛永乖年（162りの洪水が境野村の高橋氏の文書に一

認め・られる．この年は足尾銅山が発見されてから14年後

にあたり’，以後，現在迄洪水として記録を留めるものは

5Q数回に達し，そのつど流域の各所で破堤し，氾濫して．

いる・その中ジ近年発生したヵス』リ戸ン台風による洪水

に匹敵すると思われる大きな洪水を史料から求めると次一

1955年12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
の諸灘が麺・』一　　、’』』』lll継・
寛保2年q742）の淋この洪永は1臼8月・燦麟1

生し・全国的な轄鶴たらしたもので・日付力）ら螂，謡△

て台風に菊蹴と肺れる・＋三紀聞によ靴r磯捨
ヨリ北灘ニカケル広範囲扱ブ颯雨ア’リ潤園慮舎憾“
ヲ漂波シ，人多ク死ス．」とあり，利根川治水論考にも塁，、．

明治43年の水害を想簿する大規模なものであったと毒い』融，．
てある．また，境野村高橋氏の記録は桐嶺附近に腐、・灘

て幌防破麟野村総磯」と記し幕府力衝．．譲

ちに醗を命じた程・渡良瀬川齢びやかしたらし》．隊、、

　天明6年の洪水　天明の洪水は，’旧7月15日に癸生し1，’コ

た・この洪水も関東一円にわたる大規模なもので，吾i妻謬

郡誌によると・、7月・5目迩ら・＄日ま壕醗くとあ勧・・』『1

ら，相当の雨量をもたらしたらしい，渡良瀬川につヤ～て　、・潔

は・下広沢工事出願書に，r普請工事破壊，田畑川欠砂一・螺i

入．」とあり，甚大な被害を受けたようである二特に，，一』 講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笥
この洪水を特徹ずけることば，発生から3年前に浅商山㌧　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
の大爆発があったことで，利根川治水論考その他ゐ記事∵』二 編
獄ると鋒灰によって両床が上昇し凋麟圭砂灘
の供給量の増加が被害をさらに強めたと述べてし・る・　灘

　安政6年（ゴ859）の洪牢　旧7月24日ずに稀有の洪水が　一」二1

発生した・この年はすでに前年7月に出水があり』下流㌦ご鷺

部が相当の被害をうけ七いたから1度重る猛威に漏層φ㌃、惣

水災を与えたようである．鈴木小兵衛覚書は当時の状況ヂ，，矧

を「安政六年七月廿四目之明七ツ時ヨリ午寅風啄出シ・』㌔．、 壽
廿五日之申上刻迄稀成ノ大雨土シテ，渡良瀬川凡ソ壱升』

六合程ノ大水ナリ．」と記している．i蒙雨にともなう急　一悩肇

激な増水によって，桐生市近傍の死者は50～60入ぞ，一ま　一1，躍

た上淋ら灘した死人勧で67入に達したという．下1。ll
　　　　　　　　　　　　肯　　　　　　　　　　　　　　　　、巳二薄
流の西谷田村でも257間に燥ぶ大破堤が南り・泊濫の規・。騰
模と水勢はカスリーン台風によ’る洪水をしのぐもめと，愚　‘瀬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌおわれる・　　　　　一 『　h　i己．
　明治43年1（1810）の洪水古老が未曾有の洪水として

未だに記憶する出水が8』月11日に発生した．この洪水ば　　蕩

太平洋上を北東にむかって進んだ台風によるもめで，足　　’憾

い・る．また，他地域では邑楽郡の冠水面積6597町歩タ足』’瀬

利郡で229・町歩・下都賀郡で4・4・町歩に醐範囲鷹講

る浸水があり』渡良瀬川全械に大ぎな災害を与えた．、　　喚購

．一鑑、、、、二

』』。．』。擁☆継鵡
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　昭葦022（1947）年の洪水　昭和22年9月15日に発生し

たカスリーン台風1ごよる洪水は，利根川の赤麻沼への逆

流と渡良瀬川自身の極度の増水によって，各所に氾濫を

おこした．このため冠水面積は1875km2にも及び，桐

生市の死者と行方不明は146名を数えた．

　以上の洪水は既洪水の中で，とくに大きな洪水として

指摘されるものであるが，これらの洪水につぐ規模のも

のとしては，次の洪水があげられよう．

　宝示元年（1703）．の洪水　旧7月25日に発生Lし，同年

16月25日におこった洪水とあわせて広範囲の水災をもた

らしたようである．大正遺事・上広沢村夫銭之割出入帳

には，「広沢用水堀押流サル．」と記し，各所の欠潰と

改修の状況を記している．

　享和2年（1802）の洪水　旧6月27日から29日に降っ

た大雨によるものである．桐生新町の艮沢氏の記録によ

ると，「渡良瀬川赤鼎上切」「桐生川同断今泉ノ水入別

蒲三ツ堀大水ユカ四・五尺上リ所モ御座候．」とあり，

支流の桐生川も極度に増水し，広範囲の出水が渉）ったら

レい．

　女政7年（侶24）の洪水　この年は長い間連続的降雨

に見舞われ，水分過剰のところに旧7月蹄日から24日に

かけて本格的強風大嵐となり，河川が氾濫した．広沢の

彦部記録は「勘宿大神宮川欠．」石弁一庭氏の「はなが

たみ」序文には「渡良瀬川洪水境野村石升一庭家財田畑

流す．」と記している．

　文政11年（1828）の洪水　前記洪水から4年後の旧6

月29日晦に大風雨があり，翌旧7月1日に大増水となっ

た，当時の状況を，桐生新町の長沢氏記録は「赤眉渡舟

場茶店破壊，境野村大洪水．」と記し，この洪水によっ

て茶屋の破壊と人夫2人が濁流に押流された．さらに，

翌2日，水勢は如来堂村に浸入し，全村が水浸しになっ

た．

　安政5年（1858）の洪水　旧7月24日に発生し，翌年

に発生した大洪水の被害を強めた原因としても意昧があ

る．待矢場両堤史によると，「只上村地内の矢場堰水門

の上流用水口にして，沿痒堤防長百三十間破壊し，其の

1水勢激流直下，同所は本川となり，内郷一・円浸水をなし

士地崩壊は勿論下野国梁田郡へ溢1水氾濫せり．」とあり

特に下流の平坦地は7・8尺の浸水に見舞われた．

　明治3年（1858）の洪水　7月18日に発生した洪水は一

各所て堤防を破壊し，待矢場両堤史によると赤岩方面か

ら新川に劫込んで旋流したらしい．当時の状況を，安楽

土オ寸誌は「7月181ヨ1本川洪水堤防を破壊し，支流をなし

旧遺濠を流墾し，村の南方を旋流すること1220聞，，桐生．

新町以西614間，以東606間，広狭15間より48間，深残

8尺を最深となす．」と記している．

　明治21年（1888）の洪水　この洪水は桐生川の氾濫を

20

ともなって7月25日に発生した．梅田郷土誌は「5月中4

より雨天勝ちにて打続き，7月25日に至り，強雨雷鳴烈1

しく．……・」と記しているから，当時この地方は梅雨

前線が長く停滞し，水分過剰のところに強雨があって氾．『

濫したのであろう．特に，この洪水時の特徴としては，

広範囲の山株の崩壊がおこったことである．

　明治39年（1506）の洪水　6月中旬から続いた長期間’

の降雨は7月14日から16日にかけて遂に氾濫し，近年に

も珍しい高水位が続き，流域を襲った．桐生新町の長沢

氏の記録は「渡良瀬川，桐生川増水汽車7日聞不通．」

と記し，．福岡小学校調査報告は雨が長期間続き，附近の

小平川が氾濫し，数百町歩を河原と化せしめ，渡良瀬肌

河畔の人々は山に登って難をさけた．と記している．

　大正3年（1914）の洪水　8月13口に13．33mの最高

水位（大間々高津戸測水所）を示した洪水は，小笠原島

における最低気圧720mmの台風によるものである．待

矢場両堤史は新田堀引入口附近の河身が転じたと記録し

ている．加えて，同月29日再度台風が襲来し，関束一帯’

に猛烈な風雨をもたらした．このような連続した氾濫の

ため，浸水面積は9300町歩，総被害額は当時の貨幣価値！

で250万円に達した．

　大正8年（1919）の洪水一中部山岳地帯を通過した台

風によ，）て，9月15・16日に洪水となったが～すでに同’

月10日かち不連続線による降雨があったので水位は極度

に上昇し，流量は28時間にわたって1000m3／sec（高津

プi）をこえた．この洪水による総流量はi大正・昭和年間『

を通じて最大であった．渡良瀬川の総被害反別は1160町－

歩，被害総額は52万円に及んだ．

　昭和5年（1930）の洪水　7、月30日から31日にわたっ，

て最高水位15m（高津戸）を示した洪水は，伊勢湾から

直入し，上陸後，分裂消滅した台風によるものである．

降水量が全般に多く，中でも山岳部の足尾は300mmの

降雨があ．，て，全国の観測所中の最大であった．渡良瀬

川の総被害額は約50万円に達した、

　昭和偲年（1938）の洪水　1、Ll岳地帯の足尾では1時間

の雨量が55．6mmという記録的な豪雨によって，8月31日

から）9月1日にかけて洪水が発生した・渡良瀬川は急激’

に増水し，このため桐生川め轡曲部の堤防が欠潰し，翌

2日に至るも濁流が流入し，河原には上流からの材木・

木根が散乱して，死者11名，傷者6名，浸水家屋2992戸

被害総額140万円にのぼった．

　昭和24年（1949）の洪水　このキテイ台風による洪水

は，昭和13年の洪水と降雨機構，台風進路，発生日付，

及び最高水位の酷似したもので，カスリーン台風による

洪水以来，3年間連続して発生した関係から，災害復旧

途上を破壊し，予想外の被害を生じた．渡良瀬川の渥水

家屋は1311戸，家屋倒壊154戸で，死者10名，傷老118名，

渥永面積720町歩であった．

μ天気”2．12
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　　　　　　　　　　　　　　ぴ
　以上・規模の比較的大きな洪水をとりあげ，その概要

をしるしたが，大正以前の洪水は量的に把えること参不

可能である．史実として留められている洪水記録を年代．

を追ってプロツトすると第2図となる．17世紀の洪水記

録は不足しているが・18世緯以降の記録は十分であろ

う・そしそ，すセに指摘したような大ぎな洪水は，ほぼ

一定の間隔をもう∫繰返し，’発生している．一例えば，カ

スリhン台風によるような洪水は50～60年の間隔をおき・

ながら渡良瀬川を襲っている．また，キテイ台風による

ような洪水と合せ為と・2・3の洪水が集中的に発生す

る場合もわるが・発生時期の間隔は10～20年のようであ

る，このように，洪水が規則的に，・ある一定の間隔をお’

’いて発生していることは，洪水対策の上づ・らも重要であ

為から・大正以後の大間々高津戸測水所の資料から統計

1的に，つぎに調べてみる．

　　　　ゐ）　洪水の発生頻度

　　　　統計的に資料を整理するには，長期間の観測資料が必

　　　要であるが・大正11年（1922）から昭和25年（1950）迄の

　　期間しか資料が得られなかったので，この範函で検討す

緊．　る．まず，こg期間に発生した流量の頻度から，ある流

　　量に対する串現確率を求めた．一般に，階級毎に分類し

　　　た流量の頻度は指数曲線的に変化し，大きな値の出る頻

　　度が僅かになる．

　　　　このような傾向に対し求められたFosterの頻度曲線

　　く1）をSIadeの限界確率函数（2）をもと．に改良すると，

　　頻度曲線はつぎのような式になる（3）．即ち，積分の形

　　で．表わされる函数は，

　　　　P諾∫撃軌2＋ゼ22Z．・
　　　但し6・ら4、及ぴ∫は統計による平均値（M），第2次

　　　積率’（U2）・及ぴ第3次積率（U，）から求められた変

　　　数，．劣は，流量

　　となり，dogθ4（∬＋6）／∫2＋1＝Zを求めることによって

　　ある流量に対する発生確率が得られる．　　　’．

大間稿津戸測水所で測られた1922～5・年の鰍畷量・

の中・20gm3／secを撒たら日数を…血3／sec毎噸誕
を集計しゲこの値から定数（Z）を求めると

　　（Z）の値

　　　A）Z＝2・210910｛0・103（X仁3．84）｝‘　　　　　べ、．

　　　B）Z＝3・011・91・｛0・025（X＋18．4）1＊　　　’・

　　　　但し　ぎは流量－（単位：10m邑／sec）　’

となる＊＊．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卑　『、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．1、　i

年
、間

の
出

現
確
率

Oo1

　　0　5．1。　15　2。　25　3・　55　4。　“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←劃Pモ晒

　　　　　　　　　　最大流量

　　　　　　　　　　　第3図

、この式1；よって》頻度曲線を半対数グラフに描くと第
一
3
図 のようになる．図か与明かなように，年1度の割で’

出現する最大日流量は，（A）が706m3／sec，（B》が770
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m3／secとなり・100年に捜の害∬で現われる値は（A）がγ

33001n3／sec・（B）が3920m3／secとなる』ま九，．この発

生確率によると，カスリーン台風程度の洪水（3250m3／

sec）は（4）で．80年・（P）廼50年に1度ゐ出現頻度を『

箋鰹ン5“年を集計ヤ　　…は・1938年を境として灘　麟流量力§若灘し蕨特に
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・示し，キテイ台風程度の洪水、（1850m3／sec）は（A）で

一2（｝～25年，（B）で10～12年に1度の割で出現することに

なる．この結果は史実に認められた頻度に，ほぼ一致す

る．

　しかし，このようにして求めた発生の確率は全体を通．

じた頻度であって，年次を追りて発生する問隔の周期性

は理解し得ない．このために，年次毎の最大流量の相違

から洪水規模の変化を求めその周期性を調べた（第4図）
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図によると，最大流量の大きな年はほぼ10年の間隔を置

いて現われて居り，移動平均による各年の変動も10年に

なると小さくなる．しかも，この傾向は部分的な観測資

料しか得られなかった集計以前（1921年以前）の約15年

間の状態にも適用できるようである1即ち，求め得た資

料から推して・明かに，1908～10年と1918～22年には最

大流量が夫々大ぎく，同じような間隔を有している．こ

のような傾向を把えるには長期間の資料が必要であるか

ら，この程度の資料では単に大洪水にはさまれた中商的

な間隔レか得られず，しかも莫然とした傾向を得るにと

どまる．しかし，一連の規則性と発生確率からみて洪水

が周期的に連続しながら発生するものとみられる．

　C．　日降水量との関係

　渡良瀬Il＠源流に位置する足尾の1901～50年i迄の日降’

水量の発生確率から，最大流量との関係に若・干ふれてみ

る．足尾の平均年降雨日数は219．8日，年平均降7蝿は、

1954mmである．日降水量を規模別に分類し，集計毎に

ノ発生確率を求め，半対数グラフ忙プ・ットして，傾向線

を引くと第5図となる．

　、この曲線によると，．1年に1度の笥で現われる日降水
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　　　　　　　　　　第5図
量は125mlpで，10年に1度の割で出現する値は280m卑

となる．また，ヵズリーン台風・．キテイ台風によっても』

たらされた約300mm／day程度の最大目降水量の発生確・

率は20年に1度の割である．との結果，カスリーン台風一’

程度の降雨の発生確率は洪水の発生確率に比べて短かい

ことがわかる．これは足尾の日降水量の限界は・3001n宜1・

程度で定らているのに対し，最ガ糧の規模の差はそれ’

以前の降雨状況に影響ざれることと，平野部の降水量分

差が響いてくるからである．しかし，ごの場合・最大日

洗量の区分は100m3／sec毎に行ったので，’1回の日降水、

量がある量以上になると，それに対応する日流量は幾旦．

’間か続くから，両者の持続性の相違が響ヤ・てくることも

考えられる．このような相互の階級区分と出現確率の腸

連については問題が残るが，この点は将来の問題としだ

い．ともあれ，もし日降7蝿がわか為とグラフの上では・

その降水量が出現する確率年数が求められるから，「応、

の推定値を知りうる．このような推定の仕方は最大流量』、

を知る便宜的な方法であるが，降水による最大流量及び

総流量の決定に6いては後報で詳述する。

　要　約
　以上，この報告で得られた結果を要約すると，次のよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kうになる．すなわち，

　徳川時代以降三百数十年を経て・渡良瀬川の大洪水と・、

して史実に残るものはカスリー治風による洪水（1947〉

明治43年（・9・・），安政6年（・859）・天明6年（1786）ヤ及
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ぴ寛保2年（1742）の諸洪水がある．これらの洪水はほぽ

50～6C年の閥隔をおい七発生している．また，キテイ台

風による程度の洪水は過去に十数回認められるが，前記

の大洪水と併せて，10～20年の間隔で発生している．

　1950年以前の過去30年間の統計処理によ．、て求められ

た最大日流量の晃生確率は，年に1度の割の値が700～

770m3／sec，ま00年に1度の割の値が3300～3900m3／sec

となる．また，洪水の規模から求められた汰洪水が発生

する確率年数は典実による頻度とほぼ一致し，一定の間

隔をもって，“周期的に発生する、

　上流の足尾の日降水量と大間々の最大日流量との発生

確率からみた関係は大きな洪水になると，相互の関連が

少ない．これは足尾の日降水量の限界が定っているのに

対し，最大日流量の差は，降水がもたらされる以前の降
■■』‘●豊■■■1■I　I，【虚■1こt軍’∫註嘱「‘

雨状況と平野部の降雨状況の差に影響されるためと考え

られる．

　終りに臨み，東京教育大学三野与吉博士及び吉野正敏

氏と史料貸与その他の援助を贈った桐生市史料編纂所主

任八木昌平氏に感謝する．（東京文理大地理学教室）、
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銚子を襲った旋風
　（表紙2写真説明）
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　昭和30年10月18日23時40

分ごろ千葉県銚子市に発生

した旋風によって局部的な

被害を起こした．市の名洗・

榊・笠上・黒生各町を襲っ

たが，九十九里浜に面した

名洗町では特に被書が大き

く，港にあった2トンから
5トンのノ」・型漁船39隻が大

ノ∫・破した．中には2へf3メ

ートルも舞上って，百メー

トルも離れた道に落ちた漁

船もあり，その中，民i家の
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中に飛びこんでしまった光景がこの写眞である．同町の
159戸のうち43戸が全半壊し，死者1名，軽傷11名も出

むている．その他の町でも相当の全半壊家屋を出した．

　当時の天気図をみると・17目午前に満州にあった低気

圧は東に進んで，18日9時には日本海北部に達し，示度

は998mb“と急速に発達した．これより延びた寒冷前線
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レ
は18日9時には東北地方西岸を通り近畿から九州南部に
達した．21時には東北地方を東に抜け，東京の南を通ゆ
本邦南岸に達した．

　旋風の経路は南西の名洗町から北西の黒生町に移動し．

ているので，寒冷前線の前面の南西風中に起きたものと、

考えられる．　　　　　－　（天気相談所中村勝）
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「天気」が新発足し頁数もふえます

　　　　一会員はもとより，会員でない
　　　　　　方も，ふるつて御投稿下さい一・
胸》画～軍へ“…ψ一㌔〈討’）㍉．へ碑蝋ノ鴨』ノ岬へ、．評、、 ノf噂一毎、‘、

　御承知のように来年の1月から‘1天気ゼが学会の機関

誌として，新らしく再出発いたします．この機会に内容

をよりよいものにするために，次のような点を改めまし

た・どうぞ投稿規程を御覧の上，多数御投稿下さい．

　O論女の項を設け，これに本文の半分，16頁を割当て
蔵Lた．いままでも報文として取り上げておりましたが，

学会の機関誌として，今後はより高い内容のものも取り

上げ，また分野もより広いも0）にしたいと考えておりま

す．しかしこれは決してアカデミックなものにしようと

の考えではありませんから，いままでのように身近な論

文も，どしどし御投稿下さるようにお願いたします．ま

た分野を広くする意朱から，会員以外の方の御投稿も歓

1955年12月

迎いたします．

　○雲鏡欄を開放，広く会員の声をのせることにしまし、

た．いままでおもに編集者が書いておりましたが，啓蒙

的な御意見を会員各位から広く聞かせていただくために

この欄を開放し頁数もふやす考えでおりますので，卓見

をお寄せ下さい．ただし，，字数は580字から600字まで
の聞に集約して下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　O写真欄をよリ充実することにしました．いままでも
表紙を利用して，写眞をのせてぎましたが，今度は写眞
を本文の中に収めて，保存性を高める・一方，より価値の

あるものを収録したいと、思っております．海に山に御活

躍のさいの貴重な記録を，広く本誌を通じて御紹介下ざ
るようにお願いたします．

　Oその他，解説，総合報告，学界消息，麦部便リなど
の欄を設け，会員の参考になるような内容にしてゆきた

いと思います．よりよい‘’天気”になるように会員の方

々の御協力をお願いたします．
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